
令和３年度仁木町地域おこし協力隊活動報告書

令和３年度における活動内容記入願います。

氏名 鈴木 正光 活動年数 3年

活動目標

１．農地の整備、及びぶどうの苗木の植樹
２．2020 年に植樹したぶどうの苗木の育成
３．ぶどう栽培、ワイン醸造のための知識・技術の習得
４．マーケティング知識、次世代農業知識の習得
５．仁木町主催のイベントへの参加

活動内容

※500 文字以上

１．2020 年 3月末に取得した農地のなかで、2020 年に整備しなかった土地を仁木・
余市のぶどう農家や協力隊メンバーなどの協力を得ながら、開墾・整地・測量
を実施し、約 1,800 本の苗木の植樹を 6月上旬までに、垣根の構築を 7月下旬
までに行った。

２．6-7 月の干ばつで期待した成長は見込めなかったが、概ね計画通り苗木の育成は
実行出来た。

３．以下の研修に参加した。
5/20-2/28 北海道ワインアカデミー 栽培コース
11/19-11/22 北海道ワインアカデミー 道外研修
10/2-11/29 10R ワイナリーにて醸造研修

北海道ワインアカデミー 栽培コースでは、栽培の知識・技術の習得のみならず、
マーケティングの考え方も習得でき、大変有意義であった。
道外研修では、2日間で長野・新潟の 5軒のワイナリーを訪問した。ワイン作り
の考え方やこだわり、ぶどう栽培の考え方や経験に基づく仕立て方、育て方な
どの話を聞けて大変参考になった。
昨年に引き続き 10Rワイナリーでワイン醸造の研修を行い、ワイン醸造の知
識・技術の習得が出来た。
また、以下の公開セミナーに参加した。
12/13 第 3回 仁木町ワインセミナー（講師 鹿取みゆき 先生）
2/10 栽培醸造ビデオセミナー
2/15-16 第１回北海道ワインシンポシオン
2/22 第 4回 仁木町ワインセミナー (講師 鹿取みゆき 先生)
3/10 道産ワイン懇談会 2021 年度栽培醸造技術検討委員会

４．マーケティングの知識に関しては、北海道ワインアカデミー 栽培コースで 4日
間の講義があり、ワイン・ビジネスに特化した講義であったために大変有意義
であった。
また 10/13-14 に幕張メッセで開催された「第 12回 農業WEEK」に参加し、現
在のスマート農業の現状、及び小規模農家に対して提供されているソリューシ
ョンを知ることが出来た。



５．仁木町主催のイベントは総てCOVID-19 の影響で中止となった。

その他には、地域おこし協力隊として以下の活動を行った。
- 7/5 地域おこし協力隊 清掃作業（観光協会）
- 9/6 地域おこし協力隊 清掃作業（フルーツパーク仁木）

自己評価

●一年間の自己評価及び進捗状況
ぶどう栽培、ワイン醸造の為の技術や知識の習得は概ね達成できた。
マーケティング知識、次世代農業知識の習得に関しても概ね達成できた。

●活動初年度からの自己評価及び進捗状況
ワイン醸造において長い経験・実績のある 2軒のワイナリーでワイン醸造の研修を
受けたこと、及び北海道ワインアカデミー 栽培コースを受講したことで、幅広い技
術・知識・経験を得る事が出来たと感じる。さらなる技術・知識・経験を得るため
に引き続き研修は必要と考える。
ぶどう栽培は概ね順調では有るが、もう少し効率的・効果的な作業方法を模索した
い。

抱負

令和４年度以降、予定している本数のワイン醸造が可能な量のぶどうを収穫できる
ように、ぶどう栽培を進めて行きたい。
さらなるぶどう栽培、ワイン醸造の知識・技術の習得のために、積極的にセミナー
や研修に参加していきたい。

その他
無し



活動写真

1-1：10R ワイナリー

1-2：醸造研修（10R）



1-3：マロラクティック発酵のモニター研修（10R）

2-1：北海道ワインアカデミー 栽培コース 圃場での栽培研修



2-2：北海道ワインアカデミー 栽培コース 圃場での栽培研修

3-1：北海道ワインアカデミー 道外研修 メルシャン椀子ワイナリーを訪問



3-2：北海道ワインアカデミー 道外研修 信州たかやまワイナリーを訪問

3-3：北海道ワインアカデミー 道外研修 岩の原葡萄園を訪問



4-1：第 12 回 農業WEEKに参加

5-1：圃場の開墾・整地作業



5-2：垣根の構築作業（中柱の設置）




